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１　題材　「耳に障害のある友達と一緒にしりとりを楽しもう」

 　　　   内容（２）イ　よりよい人間関係の形成

２　題材設定の理由

　　障害のある人もない人も、互いに、その人らしさを認め合いながら、共に生きる社会

　の実現を目指し、平成２８年４月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

　が施行され、学校教育においても一人一人に応じた合理的配慮の提供が求められている。

　障害のある児童が、他の児童と平等に教育を受けられるように、一人一人の障害の状態

　や教育的ニーズ等を理解し合えるように話し合い、何ができるのか、互いに考えていく

　ことが望まれている。

　　そこで、本題材では、ロールプレイにより障害のある児童と同じ立場での模擬体験を

　することで、　互いのことを知る場面を設定した。そして、困っていることに気付いた

　り、　「手伝って」　「困っている」と言えたりする力を育てたいと考えた。障害のある児

　童の立場に立ち、どうすれば一緒に楽しくゲームをすることができるかについて児童同

　士で考え、互いに関わり合いながら解決することで、共に学び、共に育とうとする児童

　を育成したいと考え、本題材を設定した。

３　指導のねらい

  　話合い活動やロールプレイを通して、相手の思いに気付き、相手の立場に立って考え、

　行動できるようにする。

　ロールプレイを通し

て、障害のある人の思い

に気付き、共に行動しよ

うとしている。

　障害のある人を理解し、状

況に応じて支援できる方法を

考え、実践している。

　相手の立場に立って考え、

行動する大切さについて理解

している。

	 	 	 

	 

	 	 	 

 	 	 	    	 	 

	 

	 	 

	 	 

	 

	 	 

	 

	 

	 	 

  	 
	 

	 

	 	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

  

	 

	 

	 

	 	 

	 	 

	 

	 

	 	 

	 	  
	  

	 	 	 	 	 	 	  



（３） 様々なコミュニケーションの方法があることに気付き、相手に応じた方法を使 

   うことができる。                         （技能）

 

７ 展開 

                              ◎人権教育上の配慮   

段階 学習活動 
・予想される児童の反応 

・指導上の留意点 
☆目指す児童の姿（観点）【評価方法】 

資料等 時間 

 
 
 
 
 
導 
 
 
 
 
 
 
入 
 
 
 
 
 
 
 

１ パラリンピック等の写

真を見せ、「障害（者）」

について知っていること

を発表する。 
 ・手足が不自由。 
 ・目が見えない。 
 ・耳が聞こえない。 
 ・話ができない。 
 
２ 障害のある人の参加制

限やその理由について考

える。 
 （→参加制限、※理由例） 
 ・手足が不自由である。 
  →自由に行動できない。  
  ※段差があるから。 
・目が見えない。 
  →読むことができない。  
  →見ることができない。  
  ※視覚情報しかないから。 
・耳が聞こえない。 
  →話している内容が 
   分からない。 
  →会話ができない。 
  ※話し言葉だけを使っ  
   ているから。 

・パラリンピック等の写真を見ること

で、障害のある人について想起し、学

習への意欲をもてるようにする。 
・知的な障害や、情緒的な障害について

は学級の児童の実態に配慮する。 
 
 
 
 
・障害があることによる不自由さや困難

さを考えることで、参加制限について

理解できるようにする。 
・障害のあることによってなぜ参加制限

があるのかも考えられるように助言

する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真１ 
写真２ 
写真３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3

・パラリンピック等の写真を見ること

 で、 障害のある人について想起し、学 

　習への意欲をもてるようにする。

・知的な障害や、情緒的な障害について

　は学級の児童の実態に配慮する。

・障害があることによる不自由さや困難  

　さを考えることで、参加制限について

　理解できるようにする。

・障害のあることによってなぜ参加制限

　があるのかも考えられるように助言す

　る。

　
導
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
入

・車いすを使っている人

　がいる。

・盲導犬を連れている人

　がいる。

２　障害のある人の参加制

　限やその理由について考

　える。

　（→参加制限、※理由例）

　・手足が不自由である。

　　→自由に行動できない。

　　※段差があるから。

　・目が見えない。

　　→読むことができない。

　　→見ることができない。

　　※視覚情報しかないか

　　　ら。

　・耳が聞こえない。

　　→話している内容が分

　　　からない。

　　→会話ができない。

　　※話し言葉だけを使っ

　　　ているから。

写真１

写真２

写真３

資料等 時間段階
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展 
 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 本時の課題を知る。 
 
 
 
 
４ ロールプレイＡを行う。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 児童Ｄ（耳に障害のあ 
 る児童）の気持ちを発表 
 する。 
 ・楽しくない。 
 ・何を言っているのか分 
からない。  

 ・みんなはできるのに、 
どうして自分はできな

いのだろう。 
・一緒にやりたいのに。 

 ・不安になる。 
 ・自分のせいでしりとり 
  が進まないなんて嫌だ 
  な。 
 
６ 耳に障害のある友達と

一緒にしりとりを楽しむ

ために、どうしたらよい

かを考える。 
 ・口の形で分かってもら 
  えるかな。 
 ・身振りや手振りで伝え 
  ればできるかな。 
 ・指で机や相手の手に書 
  けばできるかな。 

・障害のある人がみんなと同じように生

活するためにどうしたらよいか考える

ことを確認する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・全員が児童Ｄ（耳に障害のある児童）  
 の役を体験できるように、４人程度の 
 グループを作る。 
 
・ロールプレイを通して、聴覚障害のあ 
 る人の気持ちを考えられるようにす 
 る。 
 
・自分のこととして考えられるように、 
 児童Ｄの気持ちを発表させる。 
 
  
 
 
 
 
・聴覚障害のある人がしりとりに参加で   
 きるようにする方法をグループで話し 
 合う。 
 
・障害のある人を助けてあげようという 
 視点ではなく、一緒に楽しむためにど 
 うするかを話し合うようにする。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30
分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロールプレイＡ  
「もし、自分の耳にしょう害があって、しりとりに参加したら 
 どんな気持ちになるだろうか。」 

 児童Ａ：りんご 
 児童Ｂ：ゴリラ 
 児童Ｃ：ラッパ 
児童Ｄ：（だまっている）   ※児童Ｄを自分と考える 

耳にしょう害のある友達といっしょにしりとりを楽しもう。 

・全員が児童Ｄ（耳に障害のある児童）

　の役を体験できるように、４人程度の

　グループを作る。

・ロールプレイを通して、聴覚障害のあ

　る人の気持ちを考えられるようにす

　る。

・自分のこととして考えられるように、

　児童Ｄの気持ちを発表させる。

　

・障害のある人がみんなと同じように生

　活するためにどうしたらよいか考える

　ことを確認する。

・聴覚障害のある人がしりとりに参加で

　きるようにする方法をグループで話し

　合う。

・障害のある人を助けてあげようという

 視点ではなく、一緒に楽しむためにど

 うするかを話し合うようにする。

　
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
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 ・紙に書いてみせるのは 
  どうだろう。 
 ・手話を使う。 
 
７ 話し合ったことをもと

にロールプレイＢを行

う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８ 児童Ｄの気持ちを書い

て、共有する。 
 ・参加できてうれしい。 
 ・一緒にできて楽しい。 
 ・もっとやりたい。 
 ・楽しくなったよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・児童の考えを実践することができるよ 
うに、しりとりが書ける用紙やペンを

用意しておく。 
 
・机間巡視をし、ロールプレイＢのねら 
いとずれているグループには、ねらい

にそった活動ができるように助言す

る。 
 
・ロールプレイＡとロールプレイＢの体 
験を比較した感想をワークシートに

書き、学級全体で共有できるようにす

る。 
 
◎ロールプレイ体験を通して、気付いた 
 ことや感じたことを学級全体で共有

することで、様々なコミュニケーショ

ンの方法があることに気付き、相手に

応じた方法を実践できるようにする。     
              （技能） 

 
☆障害のある人を理解し、状況に応じて

支援できる方法を考え、実践している。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワークシート１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロールプレイＢ  
「耳にしょう害のある友達といっしょにしりとりを楽しむため 
 に考えたことをやってみましょう。」 
（例）児童Ａ：紙に書いてＤさんに見せるね。 

    （それぞれのグループで話し合ったやり方を確認する。） 
   児童Ａ：りんご 
   児童Ｂ：ゴリラ 
   児童Ｃ：ラッパ 
   児童Ｄ：紙にパジャマと書いてみんなに見せる。 
 

・ 児童の考えを実践することができるよ

 うに、しりとりが書ける用紙やペンを

　用意しておく。

・ 机間巡視をし、ロールプレイＢのねら

　いとずれているグループには、ねらい

　にそった活動ができるように助言する。

・ ロールプレイＡとロールプレイＢの体

　 験を比較した感想をワークシートに書

　 き、学級全体で共有できるようにする。

◎ロールプレイ体験を通して、気付いた

　ことや感じたことを学級全体で共有す

　ることで、様々なコミュニケーション

　の方法があることに気付き、相手に応

　じた方法を実践できるようにする。　

　　　　　　　　　　　　　　　（技能）

☆障害のある人を理解し、状況に応じて

　支援できる方法を考え、実践している。

　 （思考・判断・実践）【記述・ロールプレイの様子】

８　児童Ｄの気持ちを書い　

　て、共有する。

　・参加できてうれしい。

　・一緒にできて楽しい。

　・もっとやりたい。

　・楽しくなったよ。

　　

ワークシート１

　
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

「耳にしょう害のある友達といっしょにしりとりを楽しむため

 に考えたことをやってみよう。」



6

 
 
９ 障害者差別解消法につ

いて知る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（思考・判断・実践）【記述・ロールプレイの様子】

 
◎平成２８年４月１日からいわゆる「障

害者差別解消法」が施行され、障害を

理由とした差別が法律で禁止されて

いることを押さえる。    （知識）         
 
・児童の発達の段階から「合理的配慮の 
 提供」という言葉の意味には深入りし 
 ないが、本時の活動が合理的配慮の提  
 供の考え方につながることに触れる。 

 
・障害のある人も合理的配慮の提供によ 
 って、障害のない人と同じように生活  
 できることに気付けるようにする。 

 
・聴覚障害のある人とコミュニケーショ 
 ンを取る方法として手話があることに 
 ふれる。 
 
◎「障害のある人もない人も、みんなと 
 一緒に楽しく生活できるようにする

ための法律であること」を押さえる。 
（知識） 

 

 
 

 
 
 
終 
 
 
 
末 
 

10 本時の学習をふり返る。  
 ・障害があっても、少し  
  工夫すればみんなと 
  同じように楽しめる 
  ことが分かった。 
 ・しりとりだけでなく、  
  他の遊びも考えたい。 
 ・障害がある人も、みん 
  なと一緒に楽しみた 
  いという思いは、同じ 
  だと分かった。 
 

・本時の学習をふり返り、ワークシート

に気付いたことや考えたことを記入

することで、自己を見つめられるよう

にする。 
 
・学級全体で共有できるように、気付い

たことや考えたことを発表する場を

設ける。 
 
◎児童の気付きや考えを共感的に受け

止めることで、障害のある人と共に生

活しようとする態度を育む。 
（価値・態度） 

 
☆ロールプレイを通して、障害のある人

ワークシート１ 10
分 

◎平成２８年４月１日からいわゆる「障

　害者差別解消法」が施行され、障害を

　理由とした差別が法律で禁止されてい

　ることを押さえる。　　　　　（知識）

　　　　　　　　

・ 児童の発達の段階から「合理的配慮の

　提供」という言葉の意味には深入りし

　ないが、本時の活動が合理的配慮の提

　供の考え方につながることに触れる。

・ 障害のある人も合理的配慮の提供によ

  って、障害のない人と同じように生活 

  できることに気付けるようにする。

・ 聴覚障害のある人とコミュニケーショ

  ンを取る方法として手話があることに

  ふれる。

◎「障害のある人もない人も、みんなと

　一緒に楽しく生活できるようにするた 

　めの法律であること」を押さえる。

・ 本時の学習をふり返り、ワークシート

　に気付いたことや考えたことを記入す

　ることで、自己を見つめられるように

　する。

・ 学級全体で共有できるように、気付い

　たことや考えたことを発表する場を設

　ける。

◎児童の気付きや考えを共感的に受け止

　めることで、障害のある人と共に生活

　しようとする態度を育む。

　　　　　　　　　　　　（価値・態度）

 
８ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 添付資料 
  ワークシート１ いっしょにやろう 
  写真１ 安達 阿記子 選手（ゴールボール） 提供：リーフラス株式会社 
  写真２ 岸 光太郎 選手（ウィルチェアーラグビー）提供：株式会社つなひろワールド 
  写真３ 高桑 早生 選手（陸上競技）提供：エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社 

の思いに気付き、共に生活しようとし

ている。 

 （関心・意欲・態度）【発言・記述】

☆相手の立場に立って考え、行動する大

 切さについて理解している。

    （知識・理解）【発言・記述】

・障害の有無にかかわらず、少しの工夫

でみんなが楽しむことができたこと

を伝え、児童の視野を広げられるよう

にする。

パラリンピック等の写真 
写真 A 写真 B 写真 C 

耳にしょう害のある友達といっしょにしりとりを楽しもう 

ロールプレイＡ 

 もし、自分の耳にしょう害があ

って、しりとりに参加したらどん

な気持ちになるだろうか。 

ロールプレイＢ 

 耳にしょう害のある友達とし

りとりを楽しむために考えたこ

とをやってみましょう。 

しょう害について知

っていること 
 ・手足が不自由 
 ・目が見えない 
 ・耳が聞こえない 
 ・話ができない 

児童Ｄの気持ち 

・楽しくない。 

・不安 

・いっしょにやりたいのに、 

  できない。 

児童Ｄの気持ち 

・参加できてうれしい。 

・いっしょにできて楽しい。 

・もっとやりたい。 

 耳にしょう害のある友だちと

いっしょにしりとりを楽しむた

めには、どうしたらよいのだろう

か。 

・口の形でわかってもらう。 
・身ぶりや手ぶりで伝える。 
・指でつくえや相手の手に 
  書く。 
・紙に書いて見せる。 

工夫をすれば、みんなが同じように楽しく活動できる 
まとめ 

触れる。

 本時の学習をふり返る。

・ 障害があっても、少し

　 工夫すればみんなと同

　 じように楽しめること  

　 が分かった。

・ しりとりだけでなく、

　 他の遊びも考えたい。

・ 障害がある人も、みん

　　なと一緒に楽しみたい

　という思いは、同じだ

　と分かった。

（知識）

　
展
　
　
　
　
　
　
　
　
開

終
　
　
　
末
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☆ロールプレイを通して、障害のある人

　の思いに気付き、共に生活しようとし

　ている。　

　（関心・意欲・態度）【発言・記述】

☆相手の立場に立って考え、行動する大

　切さについて理解している。

　　　　（知識・理解）【発言・記述】

・ 障害の有無にかかわらず、少しの工夫

　でみんなが楽しむことができたことを

　伝え、児童の視野を広げられるように

　する。

 
８ 板書計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 添付資料 
  ワークシート１ いっしょにやろう 
  写真１ 安達 阿記子 選手（ゴールボール） 提供：リーフラス株式会社 
  写真２ 岸 光太郎 選手（ウィルチェアーラグビー）提供：株式会社つなひろワールド 
  写真３ 高桑 早生 選手（陸上競技）提供：エイベックス・グループ・ホールディングス株式会社 

の思いに気付き、共に生活しようとし

ている。 

 （関心・意欲・態度）【発言・記述】

☆相手の立場に立って考え、行動する大

 切さについて理解している。

    （知識・理解）【発言・記述】

・障害の有無にかかわらず、少しの工夫

でみんなが楽しむことができたこと

を伝え、児童の視野を広げられるよう

にする。

パラリンピック等の写真 
写真 A 写真 B 写真 C 

耳にしょう害のある友達といっしょにしりとりを楽しもう 

ロールプレイＡ 

 もし、自分の耳にしょう害があ

って、しりとりに参加したらどん

な気持ちになるだろうか。 

ロールプレイＢ 

 耳にしょう害のある友達とし

りとりを楽しむために考えたこ

とをやってみましょう。 

しょう害について知

っていること 
 ・手足が不自由 
 ・目が見えない 
 ・耳が聞こえない 
 ・話ができない 

児童Ｄの気持ち 

・楽しくない。 

・不安 

・いっしょにやりたいのに、 

  できない。 

児童Ｄの気持ち 

・参加できてうれしい。 

・いっしょにできて楽しい。 

・もっとやりたい。 

 耳にしょう害のある友だちと

いっしょにしりとりを楽しむた

めには、どうしたらよいのだろう

か。 

・口の形でわかってもらう。 
・身ぶりや手ぶりで伝える。 
・指でつくえや相手の手に 
  書く。 
・紙に書いて見せる。 

工夫をすれば、みんなが同じように楽しく活動できる 
まとめ 

（関心・意欲・態度）【発言・記述】

（知識・理解）【発言・記述】

・障害の有無に関わらず、少しの工夫で

　みんなが楽しむことができたことを伝

　え、児童の視野を広げられるようにす

　る。

　もし、自分の耳にしょう害が
あって、しりとりに参加したら
どんな気持ちになるだろうか。

　耳にしょう害のある友達と
いっしょにしりとりを楽しむた
めには、どうしたらよいのだろ
うか。

P.8

P.9

P.9

P.9

　耳にしょう害のある友達といっ
しょにしりとりを楽しむために考
えたことをやってみよう。

終
　
　
　
末

Dさんの気持ち

Dさんの気持ち

写真 1 写真 2 写真 3

しょう害について

知っていること

・手足が不自由

・目が見えない

・耳が聞こえない

・車いすを使っている人

　がいる

・もうどう犬を連れてい

　る人がいる
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ワークシート 1

☆かだい

☆今日の授業で気がついたことや考えたことを書きましょう。

①　ロールプレイAで、Dさんの役をやったときの感想を書きましょう。

②　耳にしょう害のある友達といっしょにしりとりを楽しむためには、どう
　したらよいか考えましょう。また、その理由も書きましょう。

③　ロールプレイBで、Dさんの役をやったときの感想を書きましょう。
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（陸上競技）
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